主催：長崎県よろず支援拠点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
共催：長崎販売士協会
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報道機関が着目するポイントは、意外と身近にあった！ 
「記者の目にフィットした情報発信」
～記者から選ばれる情報は、消費者が「今」必要な情報！なんです～
これを知るだけで、情報の作り方やタイミングなど報道露出への近道に！ 
商品やサービスが報道機関のニュースや記事で紹介されると、信頼感が増し、一気に問い合わせがきて大忙し！そんなことをよく聞くと思います。情報を発信したい私たちと、媒体を通じて発信する報道機関には、情報に対するアプローチが全く違うのです。何を求めているか、どんな風に出したらいいか、いつ出したらいいか、どこに出したらいいか等、様々な情報発信を手掛けた実績から、成功事例と共にわかりやすく紹介します。
【セミナー内容】

●報道機関のチカラ　　●報道で得られるメリット　　●記者が求める情報とは　　●情報発信のタイミング　　●報道資料の作り方　　●顧客の心に刺さるチラシの作り方　
[image: image1.jpg]



■日　　　時：令和４年 ６月 ２８日（火）13：30～15：00 

■場　　　所：長崎県よろず支援拠点　長崎市桜町４－１―９F
■参 加 費：無料 （事前に以下までお申込みください）
■定　　　員：限定８名（定員になり次第、締め切らせて頂きます。）
■個別相談：ご希望により対応いたします 
■お 願 い：ご参加いただく方は ６月２４日（金）までに下記宛ＦＡＸ・メールにて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メールアドレス：　shien@yorozu-nagasaki.go.jp　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■問 合 せ： ＴＥＬ： 　095－828－1462　　担当 　松尾 ・ 清水
「記者の目にフィットした情報発信 セミナー申込書」　ＦＡＸ：095－828－1466
	事業所名
	
	ご担当者名
	

	住　　　所
	〒　　　　－

	Ｔ  Ｅ  Ｌ
	
	Ｆ  Ａ  Ｘ
	

	E-mail
	

	氏　名(1)
	

	氏　名(2)
	

	個別相談
	　　　希望する　　・　　希望しない　　　←いずれかを〇で囲んでください。（先着順）


· 本申込書にご記入いただいた個人情報につきましては、当よろず支援拠点の関連業務のみ利用させていただきます。
自慢の商品やサービスがあるのに、報道でなぜ取り上げてもらえないという方
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【講師】　広報＆販販路開拓プロデューサー　烏山友路（KARASUYAMA Tomomichi）


ハウステンボス時代はイベント企画・広告宣伝に従事。長崎県内の広告会社から２年間出向した長崎県では、全国PRなども経験。その後、西鉄エージェンシーに移籍。新規顧客開発担当として様々な業種の販促活動を担当。２０１３年５月独立。フラコミュニケーションズ代表取締役。２０１４年６月、中小企業庁長崎県よろず支援拠点、広報・販促・販路開拓担当として県内の事業者様の課題解決に取り組む。














